






















































 本研究で対象とした橋梁は，一般国道 236 号に架か


































































































































可動支承 fam 固定支承 faf 
1 水平 1 次 2.32~2.34 1.87 2.16 1.16 
2 曲げ 1 次 3.13~3.15 3.09 3.24 0.42 
3 曲げ 2 次 4.66~4.76 4.66 3.75 - 
4 ねじり 1 次 4.98 5.11 5.15 - 
5 曲げ 3 次 5.32~5.40 5.08 5.53 - 





には 8,192 個のデータ（40.96 秒間）を使用した． 
 まず，(a)，(b) 図に示す上部工の鉛直方向および橋
脚の部材法線方向加速度波形に着目すると，上部工で
は最大 13 gal 程度，橋脚部では 7 gal 程度の加速度が得
られており，車両走行によって橋脚部にも振動が励起
していることが分かる．また，(c) 図に示す橋軸直角方






































(a) 水平 1 次振動モード（fam=1.87 Hz） 
 
 
(b) 曲げ 1 次振動モード（fam=3.09 Hz） 
 
 









鋼材 206.0 7.85 0.30 
RC 床版 030.0 2.50 0.20 


























































(a) 水平 1 次振動モード 
 
 
(b) 曲げ 1 次振動モード 
 
 
(c) 曲げ 2 次振動モード 
 
 




(e) ねじり 1 次振動モード 
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